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タイトル 
秦野市指定無形民俗文化財 

鶴巻下部大山灯籠行事
つるまきしもぶおおやまとうろうぎょうじ

 

Ｗｈｅｎ 

（いつ） 

【灯明期間】 

７月２５日（月曜日）～８月１７日（水曜日）１８：００～２０：

００ 

【灯籠解体】 

８月１８日（木曜日）１７：００～１８：００ 

※灯籠建ては、７月２５日（月曜日）１７：００～実施 

Ｗｈｅｒｅ 

（どこで） 

鶴巻第一自治会館敷地内 

（所在地：秦野市鶴巻南四丁目８番２号） 

Ｗｈｏ 

（だれが） 
鶴巻下部大山灯籠保存会 会長 関野

せ き の

 行夫
ゆ き お

 

Ｗｈａｔ 

（なにを） 

大山灯籠行事とは、大山詣りでにぎわった「夏山」と呼ばれる期

間（旧暦６月２７日～７月１７日）に、灯籠を組み立て、旅人の夜

道を照らす灯明をともす行事です。 

当保存会が行っているこの献灯習俗は、神奈川県以外にも東京都

や埼玉県でも行われていますが、いずれも常夜灯という形式ではな

く、大山の夏山期間に行われるのが特徴です。 

市内や近隣の大山灯籠には見られない覆屋も組み立てる鶴巻の大

山灯籠行事は、灯籠の竿部に「明和六年（１７６９）年建立、文政

五年（１８２２）再建」と刻まれていることから、大山詣りが盛ん

だった江戸時代の中期から後期には行われていたと考えられます。 

江戸時代中期以降の大山に対する庶民信仰を示す貴重な習俗であ

るこの行事を後世に遺していくべき無形文化財として、秦野市は平

成２７年６月２３日に市指定重要無形文化財に指定しました。 

 なお、灯のともった大山灯籠のほか、保存会が屋外で行う灯籠や

覆屋の組立て、解体作業も見学できます。 

Ｈｏｗ 

（どのように） 

Ｗｈｙ 

（なぜ） 

過去の実績 
この行事は、江戸時代中期に始まったと考えられており、毎年同

じ日に実施しています。 
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